
第３学年　未来創造科 学習指導案 
 

​    日　時　令和７年10月31日（金） 

​   授業者　伊東孝之　塚田直樹　矢野美穂子 
 

１　探究課題　　魅力ある宍道湖にすむ生き物を守るために、自分たちにできることは何だろう 

　　　　　　　　か。 

 

２　単 元 名　　宍道湖にすむ生き物についての課題を見つけよう　 

　　　　　　　〜伝えよう、生き物の魅力　考えよう、生き物を守るためにできること〜 

 

３　授業構想と探究への手立て 

　宍道湖は日本有数の汽水湖であり、様々な生き物が生息している。中でもシジミは日本一の漁獲量

を誇り、シジミを含む「宍道湖七珍」は、松江を代表する味覚として親しまれている。また、古くか

ら、多くの水鳥が飛来する地としても知られ、2005年には「特に水鳥の生息地として国際的に重要な

湿地に関する条約（通称ラムサール条約）」に登録された。しかし、近年は、湖底の貧酸素化や気温

上昇などの環境の変化、外来種生物の増加による生態系への影響などによって、生体数を減らしてい

る生き物も多い。今後いかに保護し、豊かな生態系を守っていくのかが、喫緊の課題となっている。 

　これまで社会科の校外学習で宍道湖の様子を見に行ったり、家族で夕日を見に行く子どもやバスで

宍道湖沿いを通って通学する子どもがいたりするなど、身近な存在であるといえる。また、家庭や学

校給食でシジミ汁を食べる機会もあり、宍道湖産のしじみに親しみをもっている子どもが多い。しか

し、宍道湖において、シジミ以外の水生生物や飛来する水鳥等、豊かな生態系が構築されていること

に気付いている子どもは少ない。さらに、シジミなどの水生生物の漁獲量の減少や外来種生物の増加

など、生態系に関する課題に気付いている子どもも少ない。 

　そこで、子どもたちにとって親しみやすいシジミをきっかけとして、「宍道湖七珍」や水鳥等の生

き物の魅力に迫り、魅力ある宍道湖の生き物を守るために、自分たちにできることを探究していく子

どもの姿を目指したい。実現に向けて、次の五つの探究の過程を設定し、単元の学習を進めていく。 

 

①課題設定 

　子どもたちにとって身近な存在である宍道湖だが、水質や生態系など、詳細について知っている子

どもは少ない。そこで、まずは、宍道湖の生き物の魅力について探究する。はじめに、子どもたちに

親しみのあるシジミについて、実際にシジミを獲る体験や専門家のお話などを通して魅力を感じるこ

とができるようにする。その後「宍道湖七珍」や水鳥等、様々な生き物について対象を広げ、見学や

専門家の話を聞きながら、宍道湖の生き物の魅力に触れることができる場をしっかりと設定する。そ

の後、専門家のお話やインタビュー調査から「漁獲量の減少」や「魅力の認知不足」などの課題を見

いだし、整理しながら、子ども自身が解決したい、解決すべきと感じる課題を選択し、その後の探究

的な学習に進めるようにする。 

②情報の収集 

　子どもが設定した課題ごとにグルーピングし、課題解決に向けて、各グループで調査活動を行う。

例えば、専門家に再度話を聞きに行ったり、解決のために実際に行われている取組やイベントなどを

調査したりする活動が考えられる。必要に応じてさらにインタビュー活動も行いながら、課題解決に

生かすことができそうな情報を収集する。 

③整理・分析 

　収集した情報を整理したり、それをもとにアイデアを広げたりしながら、自分たちにできることを

考える。自分たちの思いや願いの実現に向けてグループごとに計画を立て、さらに調べたり実験した

りしながら自分たちの考えた取組を実行に移すことができるようにする。取組が自分たちの思いや願

いにつながっているのか、取組が対象に対してきちんと伝わる内容になっているのか、などをグルー

プごとに都度振り返りながら、活動を進めていく。 

④まとめ・表現 

　それぞれのグループで考えた取組を実行したり、その成果を発表したりする場を設定する。発表に

ついては方法をグループごとに選択できるようにし、自分たちが探究してきたことに合った方法を考

えられるようにする。また、内容によっては、それまでの探究で関わってきた方と一緒に取組や発表

を行えるようにし、子どもたちの思いや願いを実現できるようにしたい。 

⑤ふりかえり・価値付け 



　ふりかえりは各時や各小単元ごとに行い、次の探究につながるようにしていくが、単元全体の最後

には、取組や発表を通して自分が考えたことや自分の生活や探究的な学習にどのように生かしていく

のかを考えることができるようにする。価値付けについては、単元全体を通して、自分で自らの探究

を振り返ったり、友達との意見交流をしたりして、子どもたち一人ひとりが意義を感じながら学習に

取り組むことができるようにしたい。また、教師が都度価値付けを行ったり、専門家や見学施設先の

職員など、関わる方々から価値付けをしてもらう場も意図的に設定したりする。子どもたちが、自分

たちの探究について、意味のあるものであったと感じられたり、自分の成長を実感できたりするよう

にしたい。 

 

　本単元では、子どもたちが自分で問いをもちながら課題を設定し、友達と協力したり、様々な立場

の方と関わったりしながら、課題解決に向けて試行錯誤して探究する姿を、自立した学び手の姿と捉

えている。自立した学び手の育成の実現に向けて、本単元の学習では、以下のような手立てを講じて

いきたい。 

㋐子どもがもった問いから課題を設定できるようにし、子どもの思考や思い、願いを大切にしながら

単元全体の学習を進める。 

㋑様々な立場の方との出会いやインタビュー活動など、「人」から直接情報を得たり、課題に気付い

たりできる場を多く設定し、実感を伴いながら学びを進めることができるようにする。 

㋒課題解決に向かう場面では、自分が設定した課題ごとにグループ分けをし、子どもが自分の思いや

願いをもとに探究できるようにする。 

㋓子どもが試行錯誤しながら探究できるように、再調査したり、考えたことを試したり、振り返った

りしながら学びを進められるような環境を整備する。 

㋔子どもが、自分の考えや取組を自己評価したり、次の探究へつなげることができるふりかえりにな

るよう、ふりかえりの視点を明確にする。 

 

　本時では、これまで取り組んできた宍道湖にすむ生き物についての話を聞く活動や、実態調査のた

めのインタビューをもとにして、宍道湖にすむ生き物に関する課題を整理し、自分にとって一番解決

したい課題（マイ・ミッション）について考えていく。前時までにまとめた、宍道湖や宍道湖の生き

物についての課題をPadlet上のピラミッドチャートで整理できるようにし、どの課題について一番解

決したいのか、理由も含めて自分なりに考えることができるようにしたい。その後、他者参照機能の

活用や友達との対話によって友達の考えに触れ、自分の考えを広げたり深めたりしながらマイ・ミッ

ションについて再考できるようにする。ふりかえりの際には、それぞれの子どもが、解決したいと考

えた理由やミッションのコンプリートに向けて取り組みたいことについてしっかりと書くことができ

るようにし、次時以降の探究へとつなげていきたい。 

 

４　評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①宍道湖のシジミや生き物のよ

さや課題に気がついたり、宍道

湖のシジミや生き物を守ろうと

する人々の思いを理解したりし

ている。 

②人に聞いたり、本やICTを活用

したりして、必要な情報を集め

ている。 

 

 

 

①宍道湖のシジミや生き物のよ

さや課題に目を向け、自分なり

に問いをもっている。 

②自分の目的のために必要な情

報を集めている。 

③集めた情報を比較したり関連

付けたりして整理・分析し、課

題解決に向けての考えをもち、

伝えたいことを考えたり選んだ

りしている。 

④伝えたい相手や場面を想定

し、目的に応じて表現内容や方

法を考えて表現している。 

①探究的な学習や自分のよさを

振り返ることを通して、取り

組んだ活動の成果を確かめた

り、よりよい方法を探したり

している。 

②探究的な学習の中で、根拠を

もって自分の考えを提案した

り、相手の考えを受け入れた

りしながら、身近な人と協働

して課題を解決しようとして

いる。 

③地域との関わりの中で、宍道

湖のシジミや生き物を守るた

めに自分にできそうなことを

見つけようとしている。 

 

 



５　指導と評価の計画（全70時間　本時49／70時間） 

小単元名（時数） 学習過程 主な学習活動 
評価規準及び評価方法 

※〇は記録に残す評価 

１.宍道湖のシジミ

について知り、魅

力をまとめよう。

（23時間） 

課題の設

定 

 

 

情報の収

集 

 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

整理・分

析 

 

まとめ・表現 

 
ふりかえり・

価値付け 

・シジミについて知っていることを

話し合う。 

・シジミについて知りたいこと、聞

きたいことなどを考える。 

・シジミについて、図書資料やイン

ターネットなどで知りたいことを調

べる。 

・生きたシジミを観察する。 

・実際にシジミをとったり、シジミ

の生態について詳しい話を聞く。 

・自分たちでとったシジミを食べて

みる。 

・シジミ漁師さんに話を聞いたりす

る。 

・聞いたり、体験したりしてわかっ

たことやもっと知りたいことなど情

報を整理する。 

・シジミの魅力について、新聞にま

とめる。 

 

・これまでの学習を振り返る。 

思① 

 

 

　 

 

 

知② 

思② 

態② 

 

 

 

 

 

 

 

 

思③ 

 

思④ 

 

 

態① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発言分析 

記述分析 

 

 

 

 

行動観察 

記述分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

 

記述分析 

制作物 

 

記述分析 

２.「宍道湖七珍」

や水鳥などの宍道

湖にすむ生き物に

ついて知り、魅力

をまとめよう。 

（13時間） 

課題の設

定 

 

情報の収

集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理・分

析 

 
 

まとめ・表現 

 
ふりかえり・

価値付け 

・宍道湖にすむ生き物について、

知っていることを話し合う。 

 

・「宍道湖七珍」について図書資料

やインターネットで調べる。 

・宍道湖に飛来する水鳥につ 

いて図書資料やインターネッ 

トで調べる。 

・宍道湖にすむ生き物や宍道 

湖に飛来する水鳥について、 

実際に見たり、話を聞いたり 

する。 

 

・話を聞いたり、調べたりしてわ

かったことやもっと知りたいことな

ど情報を整理する。 

 

・生き物や水鳥の魅力について新聞

にまとめる。 

 

・これまでの学習でわかったことや

さらに調べたいことなどを振り返

る。 

思① 

　 

 

知② 

思② 

態② 

 

 

 

 

 

 

 

 

思③ 

 

 

 

思④ 

 

 

態① 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発言分析 

行動分析 

 

行動観察 

ワークシート 

記述分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動分析 

ワークシート 

記述分析 

 

制作物 

記述分析 

 

ワークシート 

記述分析 

 

３.宍道湖にすむ生

き物についての課

題について知ろ

う。 

（12時間） 

課題の設

定 

 

 

 

・宍道湖のシジミや「宍道 

湖七珍」などの生き物、水鳥につい

ての話を聞き、課題を見つける。 

 

知① 

思① 

主① 

 

 

 

 

 

 

 

記述分析 

発言分析 

 

 

 



 

情報の収

集 

 

 

 

 

 

課題の設

定 

 

整理・分

析 

・まわりの人（学校、家族、 

市民、市外・県外の人など） 

が宍道湖にすむ生き物の魅力 

や課題について、どのくらい 

知っているのかインタビュー 

活動する。 

 

・実態調査をもとに、課題を見つけ

る。 

 

・お話やインタビュー活動により見

つけた課題を整理する。 

知② 

思② 

態② 

 

 

 

 

知① 

思① 

態② 

 

 

思③ 

態② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

行動観察 

記述分析 

 

 

 

 

 

記述分析 

行動観察 

 

 

 

記述分析 

４.宍道湖にすむ

生き物の魅力や、

生き物を守るため

にできることにつ

いて、調べよう。

（本時１／17時

間） 

課題の設

定 

 

 

 

 

情報の収

集 

 

 

 

 

整理・分

析 

 

 
まとめ・表現 

 

・整理した課題をもとに、自分の

テーマを設定する。 

・テーマごとにグループに分かれ

て、魅力についてまとめたり、課題

解決に向けてできることを考えたり

する。 

・魅力や抱える課題についてさらに

知りたいことを再調査する。 

・宍道湖の生き物を守るためにどん

な取組や対策があるか話を聞きいた

り体験したりする。 

 

・体験したり調査したりして得た情

報を整理・分析する。 

 

・魅力についてまとめたり、課題の

解決に向けて自分たちにできること

を考える。 

・誰に向けて、どのようなことを発

信するのかを考える。 

・発信に向けての準備をする。 

知① 

思① 

態① 

態② 

 

 

 

知① 

思② 

 

 

 

思③ 

態③ 

 

 

知① 

思④ 

態② 

態③ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

発言分析 

記述分析 

行動観察 

 

 

 

 

行動観察 

記述分析 

 

 

 

記述分析 

行動分析 

 

 

行動分析 

記述分析 

５.宍道湖にすむ生

き物の魅力や、生

き物を守るため

に、自分たちにで

きることを発信し

よう。（５時間） 

まとめ・表現 

 

 

 

 

 

 
ふりかえり・

価値付け 

・宍道湖にすむ生き物の魅力や自分

たちにできることをより多くの人に

発信する。 

・関わってくださった方々 

・校内の他学年の子どもたち 

・地域の人　・市民 

・県外の人　・保護者　など 

 

・これまでの活動について振り返

る。 

思④ 

 

 

 

 

 

 

 

態① 

態③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

行動分析 

発言分析 

 

 

 

 

 

 

記述分析 

発言分析 

 

 

 

６　本時の学習 
(1) 目標 

　宍道湖のシジミや「宍道湖七珍」などの生き物、水鳥についての話を聞く活動や体験、イン

タビューをもとに、宍道湖や宍道湖にすむ生き物についての自分が解決したい課題（マイ・

ミッション）を考えることができる。（思考力、判断力、表現力等） 



(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

1．前時までにまとめた課題を確認する。 

・シジミ研究所の中村さんが、シジミが獲れる量が

年々減っていると言っていたよ。 

・水質が悪くなっているのは、人が捨てているプラ

スチックなどが原因なんだね。 

・シジミが宍道湖の水をきれいにしてくれているこ

とを知っている人は、市民でも半分より少なかった

ね。 

 

２．宍道湖や宍道湖にすむ生き物についてマイ・

ミッションにしたいことを考える。 

・「宍道湖の水がよごれてきている」かな。水質を

調べたときに、もっと水がきれいになれば生き物が

増えると聞いたからだよ。 

・「宍道湖にごみが捨てられている」をマイ・ミッ

ションにしたいな。宍道湖にごみが捨てられると、

生き物が生きられなくなるからだよ。 

・宍道湖の魅力はシジミと答える人がとても多かっ

たけど、他の生き物はあまり知られていなかったか

ら、「他の生き物の魅力を伝える」ことをミッショ

ンにしたいな。 

・マイ・ミッションは「県外の人は宍道湖七珍をあ

まり知らない」ことだよ。みんなが知れば、もっと

数がふえるように守ろうと思うかもしれないからだ

よ。 

３．本時を振り返り、ふりかえりシートを記入し、

共有する。 

・わたしは、マイ・ミッションを「宍道湖にごみが

捨てられている」にしました。最初は、ちがうミッ

ションにしていたけど、生き物の命も守れるし、水

もきれいになると思ったからです。これから、実際

にごみ拾いをしたり、ごみを捨てないようにポス

ターを作ったりしてみたいです。 

・前時までに整理した宍道湖や宍道湖にすむ生

き物についての課題をカードにまとめ提示して

おくことで、いつでも確認できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・マイ・ミッションを考えやすくするために、

Padlet上のピラミッドチャートでまとめた課題

を記した付箋を操作できるようにする。 

 

・これまでの見学や体験、インタビュー活動 

での学びを関連付けるようにするために、マ

イ・ミッションにしたい理由についても考える

ことができるようにする。 

 

・多様な考えに触れて、自分の考えを広げたり

深めたりできるようにするために、自分と異な

るマイ・ミッションや理由を考えている友達と

交流ができるように言葉かけをする。 

 

・マイ・ミッションについて再考する際の手が

かりにできるようにするために、必要に応じ

て、考えが変わった子どもの意見を全体で確認

する場を設けるようにする。 

 

・交流後に、自分の考えを明確にするために、

マイ・ミッションについて再考する場を設ける

ようにする。 

 

・次時以降の探究へとつなげることができるよ

うにするために、「マイ・ミッションについて

考えたこと」「コンプリートに向けて取り組み

たいこと」という視点で書けるようにする。 

  



(3) 評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

宍道湖や宍道湖にすむ生き物の

魅力や課題をもとに、友達と意

見交流をしながら、自分が解決

したい課題（マイ・ミッショ

ン）について考え、解決への見

通しをもとうとしている。 

宍道湖や宍道湖にすむ生き物の

魅力や課題をもとに、友達と意

見交流をしながら、自分が解決

したい課題（マイ・ミッショ

ン）について考えている。 

これまでの活動を想起しながら

解決したい課題（マイ・ミッ

ション）を考えることができる

ように言葉かけをする。 

・意見交流の際には、自分と異

なるマイ・ミッションや理由を

考えている友達と交流ができる

ように言葉かけをする。 
 
 
 
 


